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東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
出
立
の
頃

ー
日
本
と
ド
イ
ツ
の
交
流
を
中
心
に
|

木

俊

村

彦

E
・
へ
リ
ゲ
ル
外
国
人
教
師

大
正
日
年
4
月
か
ら
昭
和
4
年
8
月
ま
で

(
S
N品
S
N
S
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
の
哲
学
お
よ
び
古
典
語
の
教
官
と
し
て
、
夫
妻
で
仙
台
市

に
滞
在
し
た
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
(
開
高

g
E自由。戸
H

国営

5
8
)
は
、
釈
宗
活
に
参
禅
し
た
大
峡
秀
祭
居
士
が
友
人
の
一
人
と
し
て
切
の

E
&

O
}凶器

E
F
N思
向
日
ロ
耳
『
宮
口
品
目
由
。
回
邑
島
居

E
E
E
E司
E
B
(。
。
岳
乙
恒
国
的
)
白
ヨ
頁
で
、
「
私
講
師
へ
リ
ゲ
ル
博
士
」
に
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
。
ヘ

リ
ゲ
ル
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で

E
・
ラ
ス
ク
に
学
び
、
天
折
し
た
助
教
授
の
全
集
を
早
く
に
編
集
し
て
い
る
。
大
峡
に
つ
い
て
は
小
稿
「
大
峡
秀

栄
独
語
訳
同
国
A
』
と
洞
上
五
位
偏
正
口
訣
」
(
「
間
仲
間
宇
研
究
』
第
引
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ヘ
リ
ゲ
ル
は
仙
台
で

d
E
E
R
E品
口
止
。

E，
(
S
N由)

と

d
g司
F
3
5
Z
E
E
Z
(
H
S
S
を
書
い
た
(
後
述
。

東
北
帝
国
大
学
の
招
聴
に
応
じ
た
の
は
、
大
峡
の
感
化
に
依
る
禅
へ
の
好
奇
心
か
ら
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
は
生
き
た
神

秘
主
義
だ
っ
た
。
大
峡
秀
栄
の
上
掲
書
に
対
す
る
マ

l
ル
プ
ル
ク
の
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
l
の
書
い
た

d
o
E
Z。
同
ぺ
(
鵬
引
)
は
、
小
著
『
ル
ド

ル
7
・
ォ
ッ
ト
!
と
禅
』
(
大
東
出
版
社
)
の
付
録
に
収
め
た
。
オ
ッ
ト
l
は
私
の
調
査
で
、

S
H
N年
に
建
仁
寺
の
竹
田
黙
雷
に
相
見
し
た
こ
と
も

確
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
釈
迦
降
誕
会
に
随
喜
し
た
こ
と
も
推
定
で
き
る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
二
年
間
(
大
正
日
年
8
月
か
ら
ロ
年
夏
学
期
ま
で
)

学
ん
だ
大
峡
は
、
逆
に
へ
リ
ゲ
ル
に
禅
の
興
味
を
与
え
た
。

新
カ
ン
ト
派
な
が
ら
日
本
の
禅
の
世
界
に
関
心
を
持
っ
た
ヘ
リ
ゲ
ル
に
は
招
聴
を
本
場
の
禅
に
触
れ
る
良
い
機
会
と
み
た
(
『
弓
と
禅
』
担
頁
)
。

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
出
立
の
頃
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木
村

俊
彦

し
か
し
オ
ッ
ト
I
と
違
っ
て
ヘ
リ
ゲ
ル
に
は
遂
に
禅
仏
教
と
の
現
象
学
的
な
出
会
い
は
な
か
っ
た
。
因
み
に
松
島
瑞
巌
寺
の
当
時
の
住
職
は
松
原

盤
龍
で
あ
り
、
大
正
百
年
に
は
隣
単
の
陽
徳
院
に
専
門
道
場
を
閥
単
し
て
い
る
。
ヘ
リ
ゲ
ル
は
最
後
ま
で
禅
を
神
秘
主
義
だ
と
誤
解
し
て
い
た
。

オ
ッ
ト
l
の
言
、
つ
ヌ
ミ
ノ

l
ゼ
的
実
践
神
秘
主
義
と
は
全
く
異
な
る
。

s
N
B
E
己
日
回
。
加
自
冒
E
E
m
oロ
ョ
会
玄
関
)
に
は
禅
の
話
は
全
く
な
い
。

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
は
大
正
日
年
(
5
M
M
)

の
勅
令
に
よ
っ
て
関
学
し
、
印
度
学
仏
教
史
講
座
の
宇
井
伯
爵
教
授
金
倉
固
照
助
教
授
が

翌
年
に
赴
任
し
て
い
る
(
哲
学
科
で
も
同
様
)
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
へ
リ
ゲ
ル
は
更
に
そ
の
翌
年
か
ら
哲
学
講
座
に
赴
任
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は

大
E
U年
秋
に
帰
国
し
て
北
九
州
市
の
九
州
工
業
大
学
教
授
に
復
帰
し
た
大
峡
秀
祭
が
文
部
省
に
紹
介
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
哲

学
講
座
の
教
授
達
は
へ
リ
ゲ
ル
を
直
接
に
は
知
ら
な
か
っ
た
。

ヘ
リ
ゲ
ル
は
昭
和
4
年
(
邑
鼠
)
に
帰
国
し
て
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
に
な
り
、
哲
学
の
授
業
で
「
禅
」
の
話
を
吹
聴
し
た
と
い
う
。
そ
の

遺
稿
は

6
2
N
E
a
t司
omz(冨
E
n
F
E
S
S
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
禅
の
内
容
は
鈴
木
大
拙
の
英
語
論
文
か
ら
の
想
像
で
あ
る
。
小
本
は
N
D
C
M
年

の
も
の
で
日
版
を
数
え
て
い
る
。
更
に
禅
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
ョ
N
E
E
品
再
開
E
E
品
自
国
o
m
g
E
Z日
目
E
B
(
5
8
)
の
稲
宮
・
上

回
訳
(
『
弓
と
禅
』
、
福
村
出
版
)
の
小
本
は
改
訂
凹
版
で
あ
る
。
こ
の
英
訳
は
お
版
を
数
え
て
い
る
と
い
う
。
ア
ッ
プ
ル
社
を
創
設
し
た
ス
テ
ィ
ー

ヴ
・
ジ
ョ
ブ
ス
の
枕
頭
の
書
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。

大
正
日
年
(
回
目
白
日
)
の
宮
城
県
の
禅
界
は
、
松
島
・
瑞
巌
寺
の
住
職
・
松
原
盤
離
が
、
隣
単
(
東
隣
)
の
陽
徳
院
に
専
門
道
場
を
関
単
し
た
こ

と
で
本
格
的
と
な
る
。
し
か
し
ヘ
リ
ゲ
ル
が
松
島
に
行
っ
た
記
録
は
な
い
。
盤
龍
老
師
(
H

営坦「邑
ω
明
)
は
岐
阜
県
に
生
ま
れ
、
瑞
龍
寺
の
薩
門
、

次
い
で
京
都
五
山
の
相
困
寺
の
荻
野
独
閣
に
就
い
て
印
可
さ
れ
た
。
姫
路
市
の
別
格
寺
院
か
ら
明
治
犯
年
に
松
島
に
転
住
し
た
。
西
国
幾
多
郎
も

昭
和
8
年
(
忌
お
)
に
連
続
講
義
で
来
仙
し
た
が
、
教
授
遥
は
松
島
遊
覧
に
連
れ
出
し
た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。

ヘ
リ
ゲ
ル
の
『
弓
と
禅
』
は
忌
お
年
の
改
作
で
、

5
年
後
に
更
に
改
訂
さ
れ
、

5
由
同
年
に
教
え
子
の
稲
富
栄
次
郎
・
上
田
武
両
氏
に
和
訳
さ
れ

た
。
そ
の
前
作
は
日
独
文
化
協
会
の
講
演
で
、

5
8年
に
日
本
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、
柴
田
治
=
一
郎
氏
が
和
訳
し
た
(
岩
波
書
庖
収
録
、
昭
和
四
年
)
。

弓
と
禅
の
強
引
な
結
び
付
け
は
独
訳
の
あ
る
鈴
木
大
拙
『
禅
と
日
本
文
化
』

(
N
g
E
E
E
ω
自
自
E
B
E
E
g
g
o
一こ昌
E
2
0
2
-
E
B
-
H
8
g
に
お

け
る
「
禅
と
剣
道
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
ら
し
い
。
法
文
学
部
の
小
町
谷
教
授
が
、
禅
仏
教
は
ド
イ
ツ
人
に
は
理
解
も
、
ま
し
て
や
実
修
も
無
理
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だ
と
し
て
、
ド
イ
ツ
人
の
喜
び
そ
う
な
伝
統
的
武
道
を
サ
ー
ク
ル
活
動
に
勧
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
グ
ス
テ
ィ
夫
人
は
生
花
だ
っ
た
(
和
訳
が
あ
る

と
い
う
が
、
原
書
と
も
筆
者
未
見
)
。

当
時
の
哲
学
科
の
授
業
課
目
が
昭
和
三
年
度
の
『
哲
事
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
(
京
大
図
書
館
)
。
そ
れ
に
依
る
と
「
ヘ
リ
ゲ
ル
教
師
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
「
外
国
人
教
師
」
と
い
う
、
東
北
大
学
特
有
の
職
名
で
、
す
べ
て
の
事
典
類
は
「
教
授
」
か
「
講
師
」
に
し
て
曲
解
し
て
い
る
し
、

京
大
本
部
図
書
館
に
あ
る
哲
学
事
典
類
四
種
の
う
ち
二
種
が
「
ヘ
リ
ゲ
ル
」
の
項
目
無
し
で
あ
る
。
所
で
教
官
ノ
ル
マ
は
当
時
か
ら
講
義
・
講
読
・

演
習
の
三
科
目
で
、
語
学
教
育
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
金
倉
助
教
授
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
も
(
あ
っ
た
筈
だ
が
)
、
専
門
科
目
で
な
か
っ

た
た
め
記
述
が
な
い
。
徳
永
茅
生
女
史
の
回
想
に
、
党
語
・
巴
利
語
を
学
ん
だ
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
(
自
伝
お
H

頁
)
。
正
確
に
は
、
「
大
正

M
年
4
月

昭

和

3
年
3
月
、
仏
教
、
党
語
、
巴
利
語
、
支
那
学
、
西
洋
哲
学
等
を
学
習
」
と
あ
る
。
金
倉
助
教
授
は
大
正
日
年
4
月
に
帰
国
し

て
、
女
史
の
学
習
し
た
「
先
語
・
巴
利
語
」
を
担
当
さ
れ
た
。

石
原
謙
、
高
橋
里
美
、
小
山
靭
校
三
教
授
に
並
ん
で
へ
リ
ゲ
ル
教
師
の
題
目
は
、
「
哲
学
講
義
、
同

g
z
g出
N
E品。旦包
O
B
E
呂
志
官
」
と
「
哲

学
講
読
、
同
E
F
G
Eロ
a
a
z
a
N
g乙
孟
旦
a
S
E
W
乱
。
吋
師
同
音
ロ
」
で
、
「
独
文
学
」
も
一
科
目
あ
る
が
、
稲
富
栄
次
郎
氏
の
伝
え
る
へ
リ
ゲ
ル
教
師

の
「
ギ
リ
シ
ャ
語
初
級
・
中
級
」
は
書
い
て
い
な
い
。
折
角
の
機
会
だ
か
ら
講
義
内
容
を
伝
え
る
と
、
「
鈴
木
教
授
、
普
講
・
大
乗
仏
教
、
特
講
・

世
親
唯
識
、
演
習
・
成
唯
識
論
、
寺
崎
助
教
授
・
奈
良
仏
教
史
、
出
村
講
師
・
基
督
教
史
」
、
「
宇
井
教
授
、
普
講
・
印
度
哲
学
史
、
特
講
・
印
度

論
理
学
史
、
講
読
因
明
入
正
理
論
、
金
倉
助
教
授
、
演
習
・
臼
E
E
H
U
2
5雪
美
E
E
E刊
」
で
あ
る
。
後
者
の
科
目
が
少
な
い
の
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
初
級
・
上
級
と
パ

l
リ
語
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

E
・
リ
ゲ
ル
教
師
の
業
績
は
次
の
二
著
で
、
東
北
大
学
図
書
館
に
あ
る
。

閉
口
問
自
国
間
何
回
H
G開「

c
z
g弓
EM弘
己
片
岡
。
ロ
呂
田
ロ
田
氏
可
mw伺

Nロコ
u
Z
E
E
-
u
E
R
F
o
p的問
E
r
E
ュo官。

〈
O己創加〈
O口同・の回。冨
OFF.H，
C
Eロ胴
E
S
N由・

E
o
E
-
u
w
目
見
弓
}qm目的。
Fo--2EH
盟
国
mw
〉

E
O
E富島
O
E
E
Nロ
ロ
加
ヨ
戸
仲
間
E
F

〈月】
mm
〈。口同・の回'富。
FF‘
H，C『
E凹
E
H
U
N
U

車
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
出
立
の
頃
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木
村

俊
彦

前
者
は
回
。
司
自
吉
岡
γ同品。
r
o
z
の
監
修
す
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
哲
学
史
叢
書
8
に
あ
た
る
の
で
、
そ
れ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
提
出
し
た

り
5
2
E
Zロ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
に
赴
任
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
束
北
帝
大
は
本
場
の
新
カ
ン
ト
派
(
但
し
ニ
論
文

と
も
、
カ
ン
ト
の
感
性
論
の
暖
昧
さ
を
批
判
し
た
対
象
論
)
の
学
者
を
招
聴
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
は
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
l
及
び
大
峡
秀
築
居

ヘ
リ
ゲ
ル
教
師
は
最
後
ま
で
、
禅
(
禅
仏
教
で
は
な
い
)
を
生
き
た
神
秘
主
義
の
思
想
と
思
っ
て
い
た
。

士
の
縁
で
あ
っ
た
。

大
峡
秀
柴
居
士
の
推
薦

大
峡
秀
築
は

sN開
Z
ロ
q
F
F
E品目
m
o
E
E
E
S
E
E
-告
自
ョ
の

.
5
2。
ュ
.
で
言
、
っ
。

d
o
E
型
自
国
仏
国

g
p・
開
口
問
自
国
間
四
回
。
開
F
E
E

p
o
p民有
'
m
g
R
L】門何回
d
t
q
g冒ロロ問。ロ
Z
B
M耳
目
高
旨
E
5
2
0
F
g
E
ι
E諸
島
呂
品
自
民
自
問

F
B胃
o
o
z
p
s
(担
当
山
)
「
我
が
友
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ

リ
ゲ
ル
博
士
は
完
成
し
た
翻
訳
を
進
ん
で
通
読
し
、
私
と
徹
底
的
に
議
論
し
た
。
」
こ
れ
が
ヘ
リ
ゲ
ル
来
仙
の
縁
に
な
っ
た
。
大
峡
は
二
年
半
の

ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
て
、
英
米
見
学
の
後
、
大
正
四
年

(
H
S
S
年
に
帰
国
し
て
九
州
工
業
大
学
に
復
帰
し
た
。
上
記
出
版
は
帰
国
後
の

5
N日
年
に
、

や
は
り
哲
学
仲
間
の
言
問
E
E
C
M肖
に
よ
っ
て

E
0
3
E
同
Z
E
S
ユm
p
。
。
岳
m
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
半
世
紀
近
く
を
経
て
ロ

籍
組
合
が
再
刊
し
た
と
い
勺
、
う
つ1。
私
は
京
都
大
学
文
学
部
書
庫
の
も
の
を
コ
ピ

l
さ
せ
て
頂
き
、
同

O
司
O
の
「
薦
引
」

(
E
E
S
R
)
を
『
ル
ド

ル
フ
・
オ
ッ
ト
l
と
禅
』
(
大
束
出
版
社
、

N
S
H年
)
に
そ
の
ま
ま
影
印
さ
せ
て
貰
っ
た
。
目
次
も
念
の
為
、
複
刻
し
て
い
る
。

こ
の
書
が
出
色
で
あ
る
所
以
は
、
臨
済
宗
史
と
所
依
の
詩
偶
お
よ
び
公
案
の
話
頭
伯
数
則
を
ド
イ
ツ
語
訳
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
大
要

は
『
蹄
皐
研
究
』
第
引
号

(
N
2
u
年
)
に
「
大
峡
秀
栄
独
語
訳
詞
回
甲
山
』
と
洞
上
五
位
偏
正
口
訣
」
の
中
で
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、

ヘ
リ
ゲ
ル
が
訳
稿
を
見
て
い
る
の
に
、
臨
済
禅
を
全
く
理
解
せ
ず
、
そ
の
思
想
を
神
秘
主
義
と
し
て
捉
え
た
こ
と
で
あ
る
。
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー

は
前
掲
書
で
述
べ
た
よ
う
に
建
仁
寺
で
竹
田
黙
雷
に
柑
見
し
て
、
そ
の
「
理
念
」

(EE)
を
聞
い
た
こ
と
で
、
「
実
践
的
神
秘
主
義
」
と
し
て
、

自
ら
の
ヌ
ミ
ノ

1
ゼ
理
論
に
組
み
込
ん
だ
。
四
月
八
日
の
釈
迦
降
誕
会
に
も
随
喜
し
た
筈
で
あ
る
。
高
野
山
や
比
叡
山
に
も
登
っ
て
仏
教
と
の
現

象
学
的
出
会
い
を
経
験
し
た
が
、
東
京
で
は
大
学
関
係
者
や
官
僚
政
治
家
と
の
懇
親
会
ば
か
り
で
落
胆
し
た
と
あ
る
(
妹
宛
書
簡
)
。

d
百円
N
m
w
N
自
己
切
開
巴
日
E
品目

E
E
5
0
ω
自
町
田
E
o
s
-
g
-
(
a〉回目
1
E
R
o
e
m
Zロ
自
吉
O
R
v
q
O
B
O
E
Z
(。。岳
m
H由
N
U
)

で
そ
の
報
告
を
し
た
ば
か
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り
の
オ
ッ
ト

1
博
士
が
、
こ
こ
で
は
長
文
の
「
薦
引
」
を
大
峡
の
為
に
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ヌ
ミ
ノ

l
ゼ
宗
教
理
論
は
禅
理
解
に
も
適
し
て

い
た
。
ヘ
リ
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
に
叱
ら
れ
る
所
の
神
秘
主
義
に
走
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
哲
学
論
文
に
は
『
カ
ン
ト
と
の
討
論
』
と
い
う
副
題
が
あ
る
。

当
時
も
今
も
宮
城
県
の
観
光
と
い
え
ば
松
島
瑞
巌
寺
の
筈
だ
が
、
四
年
半
の
仙
台
滞
在
の
聞
に
ヘ
リ
ゲ
ル
が
訪
れ
た
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

U
2
N
E
1巧

a
s岩
国
防
昼
〈
色
凶
F
冨
宮
島
g
・
5
E
E
m
n
N
D
D
N
)
で
は
多
少
禅
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
ロ
同
臼
ロ
N
Z
E
の
も
の
を
読
め
ば

N
E

が
判
る
と
い
う
西
洋
人
の
性
癖
が
よ
く
出
て
い
る
。
N
自
の
指
導
者
が
ま
わ
り
に
居
な
い
の
で
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
忌
ω
吉
臼
〉
臼
〉
間
同
(
佐
々

木
承
周
、
三
浦
承
天
の
法
嗣
)
、
そ
の
法
嗣
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
の
。
自
芯
問
。
ロ
ロ
開
「
〉
両
老
師
も
没
し
た
。
前
者
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
二
時
聞
か

か
る
山
に
冨

O
E片
岡
邑
身

N自
の
自
百
を
営
ん
で
い
た
し
、
後
者
は
ウ
ィ
ー
ン
市
内
で
出
邑

EEMmB俗
N
S
B
を
引
率
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

師
家
と
違
っ
て
在
家
の
大
拙
居
士
鈴
木
貞
太
郎
自
体
、
誰
に
ど
の
程
度
参
禅
し
た
か
は
不
明
の
人
物
で
あ
る
。
ヘ
リ
ゲ
ル
や
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
大
峡

秀
築
の
ド
イ
ツ
語
訳
の
禅
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
だ
筈
だ
が
、
彼
ら
が
禅
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

女
子
学
生
・
徳
永
(
宗
)
茅
生
女
史

ヘ
リ
ゲ
ル
教
師
と
同
時
期
に
宗
教
学
専
攻
生
だ
っ
た
徳
永
茅
生
さ
ん
は
、
自
伝
「
袖
ふ
り
あ
う
も
ド
イ
ツ
留
学
の
想
い
出
|
』
(
昭
和
伍
年
)

に
よ
れ
ば
、
金
倉
困
照
博
士
と
同
年
の
民
お
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
熊
本
県
か
ら
兄
弟
と
一
緒
に
京
都
市
に
移
り
、
市
立
第
二
高
等
女
学
校
(
現

朱
雀
高
校
)
を
卒
業
後
、
大
阪
府
立
女
子
師
範
学
校
(
現
・
大
阪
教
育
大
学
)
を
卒
業
し
て
、
女
子
入
学
が
可
能
だ
っ
た
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部

を
受
験
し
て
入
学
し
た
の
が
大
正

M
年
、
実
質
的
な
開
学
の
翌
年
で
あ
っ
た
。
大
正
日
年
(
H
S
N
)

に
勅
令
が
お
り
た
翌
年
か
ら
学
部
が
開
設
さ

れ
た
(
『
東
北
大
学
百
年
史
四
」
部
局
史
一
参
照
)
。
そ
の
翌
年
開
講
の
宗
教
学
を
専
攻
さ
れ
た
宗
茅
生
女
史
は
、
自
伝
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
京
都
府

立
第
二
高
等
女
学
校
と
大
阪
府
立
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
大
正
M
年
(
H
S
印
)
に
東
北
帝
大
法
文
学
部
に
入
学
し
た
。
永
田
英
明
氏
は
こ
の

ケ
ー
ス
を
「
東
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
女
子
学
生
・
女
性
研
究
者
」
(
『
東
北
大
学
史
料
錨
紀
星
第
9
号、
N
己
区
)
の

7
頁
の
表
に
載
せ
て
い
な
い
。

女
史
は
昭
和
三
年

(
H
S
S
に
卒
業
し
て
ロ
月
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
の
研
究
を
志
ざ
し
て
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
開
・
ロ
イ
マ
ン
教
授
に
就
学

す
る
。
か
く
て
偶
然
、
ヘ
リ
ゲ
ル
の
在
仙
期
間
と
完
全
に
重
な
る
。
二
年
半
後
に
帰
国
し
て
朱
雀
高
校
と
東
京
の
跡
見
女
学
校
に
勤
務
し
、
昭
和

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
出
立
の
頃

-5ー



木
村

俊
彦

九
年
に
は
仏
教
大
学
(
現
在
の
大
正
大
学
)
叢
書
か
ら
『
吠
陀
文
皐
』
及
ぴ
『
印
度
の
説
話
文
皐
』
を
出
版
し
た
。
昭
和
ロ
年
に
東
京
の
宗
正
路
氏

と
結
婚
し
て
現
姓
と
な
る
。
昭
和
辺
年
に
『
文
化
』
第
幻
巻
5
号
(
鈴
木
宗
忠
教
授
古
稀
記
念
宗
教
学
特
輯
)
に
「
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
課
後
雑
考
」

を
載
せ
た
の
は
女
史
の
還
暦
直
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
終
世
の
目
標
で
あ
っ
た
『
五
章
の
物
語
(
ば
ん
ち
ゃ
た
ん
と
ら
)
』
(
昭
和
必
年
)
と
カ
l

リ
ダ
l
サ
の
『
ラ
グ
ヴ
ァ
ン
シ
ヤ
』
(
昭
和
田
年
)
を
平
凡
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
没
年
は
判
ら
な
い
が
、
金
倉
博
士
と
同
年
で
あ
る
か
ら
、
昭
和

臼
年
没
の
金
倉
博
士
(
卯
歳
)
と
近
い
の
で
あ
ろ
う
。

徳
永
茅
生
女
史
の
卒
業
論
文
は
、
カ
ン
ト
の
『
宗
教
諭
』
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
(
女
史
)
。
私
は

E
E
E
E
同〉

Z
H
p
o
Eロ
句
呂
田
自
白
E
V
骨円

。
百
日
自
且
日
巴
O
E
g
〈日ロロロ
P
司
ロ
邑
日
F
E
E
-
S
E
m・
同
旨
古
島
。
品
可
恕
を
当
時
の
古
書
で
入
手
し
て
い
る
が
、
カ
ン
ト
生
前
の
再
版
本
で

あ
る
。
ま
た
徳
永
茅
生
女
史
の
訳
業
の
ふ
た
つ
『
吠
陀
文
筆
』
と
『
印
度
の
説
話
文
事
』
は
合
わ
せ
て
包
己
責
近
い
。
筆
者
所
有
の
岡
古
書
に
は
、

昭
和
十
年
代
の
購
買
者
が
感
激
し
て
サ
イ
ン
し
て
い
る
。
最
後
に
取
り
組
ま
れ
た
宮
廷
詩
人
カ

1
リ
ダ
l
サ
に
つ
い
て
は
、
木
村
俊
彦
訳
『
マ
ク

ド
ネ
ル
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
史
』
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
も
同
様
で
あ
る
。

「
在
学
中
は
仏
教
の
研
究
を
相
当
進
め
た
」
と
あ
り
、
共
通
科
目
で
あ
る
金
倉
助
教
授
の
「
党
語
の
学
習
」
は
「
ド
イ
ツ
語
の
習
得
」
と
共
に

「
憂
き
身
を
や
つ
し
た
」
筈
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
女
子
学
生
は
哲
学
専
攻
に
大
正
日
年
卒
業
の
桜
田
フ
サ
氏
と
心
理
学
専
攻
の
黒
瀬
(
久
保
)

艶
子
氏
、
昭
和
2
年
卒
業
に
英
文
学
専
攻
の
大
原
恭
子
氏
、
昭
和
3
年
卒
業
に
哲
学
専
攻
の
中
島
(
川
上
)
貞
子
氏
が
い
る
。
あ
わ
せ
て
上
級
生

に
5
名
を
数
え
た
。
女
史
は
心
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

尚
、
女
史
は
自
伝
書
の
「
あ
と
が
き
」
で
、
「
禅
語
」
と
し
て
次
の
七
言
絶
句
を
引
用
し
て
い
る
。
訓
読
す
る
と
、
「
尽
日
春
を
尋
ね
て
春
を
見

ず
。
芭
鮭
踏
適
す
、
腕
頭
の
雲
。
帰
り
来
り
て
偶
た
ま
梅
花
の
下
を
過
る
に
、
春
は
校
頭
に
在
り
、
己
に
十
分
」
で
あ
り
、
「
昭
和
四
十
五
年
十

一
月
、
著
者
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
三
十
四
年
の
茶
道
雑
誌
『
淡
交
』
の
福
嶋
俊
翁
記
事
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
り
、
宋
の
載
益
の
「
探
春
」

で
あ
る
が
、
特
に
禅
語
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

戦
後
、
金
倉
博
士
の
門
下
か
ら
中
村
了
昭
氏
が
出
て
、
『
マ
ハ

l
パ
l
ラ
タ
の
哲
学
|
解
脱
法
品
原
典
解
明

l
』
上
・
下
を
和
訳
さ
れ
、
続
け

て
『
新
訳
ラ
1
7
1
ヤ
ナ
』
全
七
巻
を
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
膨
大
な
原
典
訳
で
、
宗
茅
生
女
史
に
続
く
快
挙
で
あ
る
。
山
折
哲
雄
氏
は

-6-



雑
誌
論
文
に
「
叙
事
詩
に
み
え
る
葬
送
儀
礼
(
司
自
E54ω)」
や
「
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
l
劇
管
見
」
な
ど
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
藤
敏
文
門

下
生
が
輩
出
し
て
ヴ
ェ
ー
ダ
学
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
の
業
績
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
本
学
会
に
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
l
の
禅
論

大
峡
秀
築
居
士
は
米
沢
出
身
で
第
二
高
等
学
校
か
ら
東
京
大
学
の
哲
学
科
を
明
治
初
年

(
5
0
3
に
卒
業
し
て
、
大
正
日
年
、
後
の
九
州
工
業

大
学
教
授
に
赴
任
し
て
す
ぐ
、
哲
学
等
の
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
に
渡
る
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
巴
凶
年
に
同
E
o『
O
R
P
.
N巴
A
H
U
2

KFOE-問。回
E
S
E
E
E
F
3ロ
ョ
を
。
E
E
か
ら
出
版
し
た
。
二
年
前
に
ヌ
ミ
ノ

l
ゼ
論
を
出
し
た
マ

l
ル
ブ
ル
グ
の
オ
ッ
ト

l
の
薦
引

(
凸
己
皇
室
主
)
付
き
で
あ
る
。
そ
の
初
め
の
概
略
は
次
の
様
に
あ
る
。

「
我
々
に
は
全
く
異
色
の
世
界
で
あ
る
禅
は
、
仏
教
の
隈
想
室
町
志
自
)
の
宗
派
か
ら
き
て
い
る
。
そ
の
日
本
名
が
「
禅
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ

ン
ド
か
ら
中
国
に
行
脚
し
て
き
た
菩
提
逮
磨
(
回
E
E
E
E自
己
が
伝
え
た
も
の
で
、
日
本
に
伝
婚
し
て
一
大
雄
派
に
な
っ
た
。
本
書
で
大
峡
が
翻

訳
し
た
禅
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
解
説
は
、
禅
の
世
界
か
ら
の
自
己
証
言
で
あ
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
長
い
禅
的
体
験
と
西
洋
文
化
の

学
習
を
通
し
て
吐
露
し
た
思
索
で
あ
る
。
私
は
既
に
小
論
『
ヌ
ミ
ノ

l
ゼ
に
関
す
る
論
文
集
』
(
〉
ロ
窓
Z
E
ω
Zロ
自
国
自
由

E
E
S
E
-
。
。
音

E
N凸
)

で
、
禅
の
精
神
的
傾
向
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
は
西
洋
神
秘
主
義
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
純
粋
経
験
主
義
，
反
対
の
一
致

(
E
E
O
E
Z
E
。官官包
E
E自
)

な
ど
と
禅
と
の
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
を
示
し
た
。
本
書
は
そ
れ
を
興
味
深
く
再
現
し
て
い
る
。
」

オ
ッ
ト
l
が
京
都
の
建
仁
寺
で
竹
田
黙
雷
と
相
見
し
て
、
禅
は
言
語
道
断
・
意
路
不
到
底
で
あ
り
、
煩
悩
即
菩
提
(
臼
自
民
日
目
5
R
Z
官
民

Z
H
2皆
同
)
、
自
己
の
中
に
仏
心
(
国
邑
E
E青
白
)
を
見
る
こ
と
で
あ
る
と
聴
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
小
著
『
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
!
と
禅
』

を
参
照
さ
れ
た
い
。
。
E
E
E
p
s
N凹
zs
の
内
容
は
、
前
文
で
オ
ッ
ト
l
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
、
出
版
者
の
〉
h
E
E
の
ほ
か
シ
ン
チ
ン
ガ
l
、
ヘ
リ
ゲ
ル
、

ヤ
ス
パ

l
ス
、
ヴ
ォ
ッ
パ

l
ミ
ン
ら
に
謝
辞
を
呈
し
て
い
る
。
序
論
(
回
ロ
-EEロ
個
)
で
、
禅
宗
史
と
公
案
の
体
系
を
概
訳
し
、
公
案
の
話
則
を
四

十
則
ド
イ
ツ
語
訳
し
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
側
の
学
者
は
殆
ど
読
ん
で
い
な
い
し
、
理
解
し
て
い
な
い
。
内
容
は
、
序
論
で
、
印
度
と
中
国
の
禅
宗

史
を
述
べ
、
次
に
宗
派
と
禅
師
の
語
録
の
シ
ェ
マ
を
表
示
し
、
信
心
銘
、
証
道
歌
、
白
隠
伊
品
闘
を
訳
し
た
後
、
『
無
門
関
』
と
「
碧
岩
録
』
か
ら

束
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
出
立
の
頃
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木
村

俊
彦

四
十
則
あ
ま
り
を
訳
し
て
註
記
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
大
峡
は
マ

1
ル
プ
ル
ク
大
学
宗
教
学
資
料
館
に
師
の
釈
宗
活
の
墨
跡
を
置
き
、
竹
田
益

州
は
自
分
の
雲
水
資
具
を
寄
贈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
オ
ッ
ト
ー
が
竹
田
黙
雷
に
相
見
し
た
証
跡
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
の
東
洋
学
研
究
所
信
O
〉
臼
)
に
あ
る
日
本
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
の
会
報
5
1ロ
号
に
、
マ

l
ル
プ
ル
ク
大
学
宗
教
学
資
料
館
の

阿
見
』
釦
叶
対
句
F
同
司
常
勤
講
師
が
、
-
一
回

o
g
E
ι
N同
賓
と
題
す
る
紹
介
を
出
し
た
。
そ
の
カ
ラ

1
図
版
が
オ
ッ
ト

l
の
5
8年
の
肖
像
画
と
大

峡

の

困

Z
2
の
カ
ラ
1
表
紙
、
及
び
私
が
寄
贈
し
た
竹
田
黙
雷
筆
の
「
寂
照
」
の
額
で
あ
る
。

大
峡
宗
畿
の
は
m
z
a

大
峡
宗
梁
(
お
お
は
ざ
ま
し
ゅ
う
え
い
)
は

S
N印
年
、
禅
仏
教
紹
介
の
解
説
書
を
、
思
一
回
年
に
。
。
昏
ω
か
ら
出
版
し
た
。
印

O
E
E
E俗、
s
N同月
A
い

U
R
-
o
F
Oロ
島
常
国
旦
岳
山
ω
自
E
E
E阿
国
ロ
ョ
円
。
。
唱
。
邑
岡
田
。
首
〈
日
目
印
刷
で
あ
る
。
そ
の
序
文
に
あ
た
る

d
色
各
主
o
a・
(
璃
引
)
を
マ

1
ル
ブ
ル
ク
の
ル

ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト

1
(
E
E『
O
R
O
)

が
書
い
て
い
る
。
米
沢
出
身
の
大
峡
は
東
京
大
学
哲
学
科
在
学
中
に
釈
宗
活
の
両
忘
禅
協
会
に
て
参
禅
し

た
如
く
で
、
マ

l
ル
プ
ル
ク
宗
教
学
資
料
館
に
宗
活
の
書
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
私
が
贈
っ
た
竹
田
黙
雷
の
「
寂
照
」
の
板
額
は
、
問
主
同

叶ロ
1
0男
女
史
が
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
学
部
日
本
宗
教
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
I
に
写
真
掲
載
し
た
お
の
自
問
。

zzzg欄
)
。
本
文
は
大
峡
の
ョ
N
目
4
3

を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
意
匠
の
表
紙
を
ま
ず
掲
載
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
因
み
に
女
史
は
文
通
で
は
日
本
語
を
使

わ
れ
る
。

8 

大
峡
の
該
書
は
仏
陀
の
隈
想
か
ら
始
ま
っ
て
、
禅
宗
が
中
国
に
お
い
て
五
家
七
宗
に
展
開
す
る
通
史
を
序
論
(
開
E
E
E晶
)
で
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
も
欧
米
で
は
学
問
的
な
禅
論
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
公
衆
禅
が
展
開
し
た
こ
と
で
鈎
あ
ま
り
の
公
案
を
ド
イ
ツ
語
訳
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
鈴
木
大
拙
の
エ
ッ
セ
ー
風
、
伝
灯
録
の
禅
師
エ
ピ
ソ
ー
ド
丸
写
し
の
禅
論
に
較
べ
て
、
欧
米
人
へ
の
正
確
な
入
門
書
に
な
っ
て
い
る
。
前

半
は
俄
悔
文
、
四
弘
警
願
、
白
隠
和
讃
、
=
一
祖
信
心
銘
、
永
嘉
証
道
歌
を
ま
ず
ド
イ
ツ
語
訳
し
、
後
半
で
無
門
関
と
碧
岩
録
の
公
案
を
ド
イ
ツ
語

訳
す
る
と
い
う
空
前
絶
後
の
業
績
に
な
っ
て
い
る
。
独
訳
だ
け
で
な
く
、
註
記
で
解
説
を
加
え
て
い
る
が
、
序
論
の
後
の
本
文
は
、

d
v耳
目
白

E
開
g.

と
し
て
い
る
。
序
論
が
解
説
で
、
本
論
は
そ
の
資
料
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



因
み
に
そ
の
公
案
を
数
え
る
と
、

l
無
門
閑
第
一
則
「
越
州
狗
子
」
、

2
無
門
関
第
二
十
三
則
「
不
思
善
悪
」
か
ら
始
ま
り
、

l

は
無
字
、

2.

は
本
来
の
面
目
に
通
ず
る
基
本
的
な
公
案
で
あ
り
、
四
十
則
余
り
を
ド
イ
ツ
語
訳
し
て
い
る
。
参
禅
弁
道
の
実
践
を
前
提
に
し
た
解
説
で
あ
り
、

こ
の
点
も
鈴
木
の
神
秘
主
義
禅
と
対
照
的
で
あ
る
。
同
期
の
西
田
は
「
鈴
木
君
は
専
ら
固
覚
寺
で
坐
り
お
り
」
と
手
紙
に
書
き
、
自
分
は
明
治
初

年
と
担
年
に
妙
心
寺
退
蔵
院
に
下
宿
し
な
が
ら
隣
の
天
授
僧
堂
の
虎
関
老
師
に
通
参
し
た
。
大
峡
は
釈
宗
演
の
弟
子
・
釈
宗
活
に
参
禅
し
た
。
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
私
講
師
E
・
へ
リ
ゲ
ル
に
も
最
後
に
謝
意
を
呈
し
て
い
る
。
後
者
が
仙
台
の
新
設
法
文
学
部
に
赴
任
し
た
の
は
、
留
学
に
つ
い

て
何
か
と
文
部
省
と
交
渉
の
あ
っ
た
大
峡
の
推
薦
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
、
本
稿
で
推
測
し
た
所
で
あ
る

0
5凶
年
に
ョ
N
開

z
s
を
出
版
し
た
大
峡
は
、

当
時
四
叫
歳
で
九
州
工
業
大
学
を
退
職
し
て
束
京
に
出
て
い
る
。
昌
宏
年
に
開
講
後
二
年
目
に
仙
台
に
赴
任
し
た
へ
リ
ゲ
ル
は
、

5
8年
に
帰
国
し

た
大
峡
の
推
薦
が
文
部
省
か
設
立
委
員
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

R
・
オ
ッ
ト
l
の
ヌ
ミ
ノ

i
ゼ
的
禅
論

ル
ド
ル

7
・
オ
ッ
ト
l
(
5
S
1
5勾
)
は
、
大
峡
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
滞
在
し
て
い
た
頃

C
S
T
E
N
U
)
は
閃
歳
代
の
時
、

3
4
司
mmマロ
ωEoFO

冨〕
E
Eぺ
の
出
版
が
H
由
民
年
、
メ
z
p陸
自

E
m
z
z
E
E
0
8
σ
Z
E
R
O
E
s
が
H
由
民
年
、
日
本
に
来
た
の
が
忌
む
年
の
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
書
で
、

そ
の
時
の
京
都
建
仁
寺
で
の
竹
田
黙
雷
と
の
相
見
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

d
F
2
N
m
N
m
M
号
開
河
内
O
B
P
m
Zロ
自
居
。
島
田
町
在
日
邑

g.
で
あ
る
。

こ
の
来
日
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
私
講
師
の
時
で
あ
り
，

SNω
年
に
そ
れ
ま
で
の
雑
誌
論
文
を
こ
の
書
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
出
口

年
に
プ
レ
ス
ラ
ウ
か
ら
マ

l
ル
プ
ル
ク
に
移
っ
た
年
に
ョ
ロ
皆
同
E
E出
0
2

を
出
版
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
の
初
め
に
、
「
ヌ
ミ
ノ

1
ゼ
的
不
合
理
性
は
す
べ
て
の
宗
教
の
モ
メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
述
べ
、
パ
ラ
ド
ク
ス
や
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
や
反

対
の
一
致
を
そ
の
内
容
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
特
に
京
都

(4。
so-は
丙
〕
EE-
の
誤
記
)
の
建
仁
寺
で
の
竹
田
黙
雷
と
の
相
見
(
し
よ
う
け
ん
)
で
、

そ
の
観
を
深
め
た
。
上
記
論
文
の
禅
の
記
述
を
挙
げ
て
(
臼
M
H
N
H
h
Z
M
M
U
)
、
翻
訳
し
て
お
く
。

" ， 5.長
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~ 5: 
E 耳
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E宮
哩"
" -
:s= [ S 同

0.円
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宮各
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頃
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木
村

俊
彦

ω
O
E
島

omOHJaO20ロ
ロ
ロ
問
。
宮
問
。
Nd宅
密
間
同
委
員

E
E
R
O
O円者。
E
E
2
5
0『
t
o
o
-
B言
。
ユ
自
・
即

E
m
H
J宅
用
問
-
E
V
E
-
e
m
m
M
E
&
E
E品

Z
官
官
2耳
目
。
宮
〈
耳
目
z
a
o
p
m
g
r目
e
E巳
Z

E
匹
ロ
ロ
且
也
知
2
0
E
』
色
白
色
自
国
邑
岳
民
自
由
出
口
弘
0
5。
=
E
E問
。
ロ
自
国
日
NE--

き
耳
目
当
岱
岳
aH
笠
宮
S
P
E
E
-
o
Z
色
町
出
向
吾
E
R
r
-
骨
E

E
。
z
e
m
E
5
0
F
ぽ

o
E
m同J
5
0
F
H
O
E
R
-
-
g各
国
F
O
B
E
o
-
B
W

国自国
u
z
m
O
E
o
g
N
S
E
E
v
q
E。
Z
2
5
。
E
E
E
2
8邑
O
B
E日
開
同
時
一
各
自
国
伊
品
目
。

ω呂
町
民
S
Z
Z同
庁
自
国
O加ロ問
ω。白骨
E
m
o
m
R
号
乙
品
。
。

自
5
0
2
E
N
-
o
z
a
N呂

o司
自
宮
口

E
E
d『
2
2
Z
室岡
o
E
g
富
。
自
E
E
P
ι
5
5
5
岡
田
ヨ

mm-02EMO
巧
。
『
二
回
冨
呂
ロ
P
G
O
F音色
0・
国
巳
E
M個凶

。
日
町
宮
ωtgHMn同
FEFEeKFEm昨日-nE百円]孟
Em同月間釦ロ
N
gロ〈
O片岡
-EOE宵
F
Eロ
門
広
岡
漏
出
。
『
〈
。
同
〉
ロ
回
目
明
日
向
。
=
"
Z
F何回ョ

「
〈
働
か
ざ
る
者
、
食
う
べ
か
ら
ず
〉
は
百
丈
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
す
べ
て
は
ま
だ
禅
の
本
質
で
は
な
い
。
私
は
素
敵
に
静
か
な

或
る
僧
堂
で
、
高
徳
の
老
師
に
請
閉
し
た
。
禅
の
基
本
理
念
は
何
か
、
と
。
そ
こ
で
彼
は
こ
の
質
問
に
直
面
し
て
、
〈
理
念
〉
な
る
も
の
を
答
え

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
彼
は
言
、
っ
。
我
々
は
、
輪
廻
と
湿
紫
は
別
々
の
も
の
で
は
な
く
、
同
一
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
そ
し
て
各
自
の
仏
性
を
心

中
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
。

し
か
し
実
際
、
こ
れ
だ
け
が
主
題
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
だ
言
語
道
断
底
の
も
の
で
あ
り
、
教
外
別
伝
底
の
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
禅
の
主
題
は
概
念
に
無
い
だ
け
で
は
な
く
、
理
念
自
体
を
取
り
去
る
こ
と
で
あ
る
。
禅
は
そ
の
本
質
を
下
記
の
要
因
に
現
わ
れ
て
い
る
。
禅
の

芸
術
家
は
老
師
の
言
外
の
様
子
、
動
作
や
身
の
こ
な
し
、
外
観
、
全
く
比
類
な
き
表
情
や
身
振
り
を
眼
前
の
あ
り
の
ま
ま
に
写
し
と
ろ
う
と
す
る

の
で
あ
る
。
」
こ
れ
は
建
仁
寺
で
見
た
達
磨
の
絵
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
註
記
に
は
日
本
で
過
っ
た
人
と
絵
を
参
考
に
し
た
と
書
い
て
い
る
。

禅
に
対
す
る
オ
ッ
ト
l
の
相
当
の
理
解
で
、
自
ら
の
ヌ
ミ
ノ

l
ゼ
宗
教
諭
の
確
認
を
開
示
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
黙
雷
の
「
理
念
」
は
彼

の
説
教
集
の
『
黙
雷
禅
話
』
(
中
外
日
報
社
、
昭
和
十
年
)
の
「
仏
魔
一
枚
」
、
「
三
世
諸
仏
と
一
体
無
二
」
、
「
覚
夢
不
二
」
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
西
洋
的
に
は
二
律
背
反

(
E
E
o
E
O
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
後
オ
ッ
ト

1
は
1

2

3

.

4

5

の
五
段
に
わ
け
で

詳
論
す
る
。
「
絶
対
矛
盾
の
自
己
同
こ

(
g
E
E
E
E
O唱
E
E
E
E
)
は
、
行
為
(
目
と
で
あ
り
、
今
や
輪
廻
は
浬
繋
で
あ
る
。
「
放
下
著
」

(臼巳
E
E
E
E個
)
で
あ
り
、
実
践
的
神
秘
主
義
と
呼
ぶ
。
禅
は
自
性
の
徹
見

3
0
5耳目白色
O
p
s
-ぽ
ロ
)
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
恩
寵
(
。
E
骨
)
は

な
い
が
、
慈
悲
(
ロ
W
E
S言
明
宮
町
)
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
五
段
は
鈴
木
大
拙
の
論
文
に
借
り
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
例
え
ば
私
に
宗
教
学

10 



資
料
館
の
司
書
が
下
さ
っ
た
斗
官
同
臣
官
自
国
昆
品
臣
民
J

〈。
-LN{
】

u
z
ω
L
P
H
由N
N
は
、
ゴ
回
0
4
司
自
の
。
当
国
R
岳
認
可
目
E
E
R、
つ
ま
り
「
十
牛
図
」

を
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ッ
ト
l
は
大
峡
宗
畿
の
ョ
N
E
L
き
に
は
何
も
学
ん
で
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

オ
ッ
ト
l
の
エ
ッ
セ
ー
に
固
有
名
詞
は
出
て
こ
な
い
が
、
法
嗣
の
竹
田
益
洲
が
、
黙
雷
示
寂
の
「
昭
和
五
年
(
巴
包
)
雪
安
居
」
と
記
し
た
見

台
を
、
マ

l
ル
ブ
ル
ク
に
黙
雷
の
遺
品
と
し
て
贈
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
判
明
し
た
次
第
で
あ
る
。
益
洲
自
身
の
雲
水
用
具
も
添
え
で
あ
っ
た
。

講
本
を
置
く
見
台
に
上
記
の
記
銘
が
あ
り
、
私
の
出
版
し
た
『
ル
ド
ル

7
・
オ
ッ
ト
l
と
禅
』
(
大
東
出
版
社
)
に
口
絵
掲
載
し
て
い
る
。
オ
ッ
ト
l

の
「
薦
引
」
を
、
こ
の
本
で
影
印
複
刻
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
原
文
で
味
読
さ
れ
た
い
。

S
N日
年
の
。

oHE
で
の
出
版
は
、
包
叶
口
年

に
書
籍
協
会
が
再
版
し
た
そ
う
で
あ
る
。

オ
ッ
ト
1
は
言
、
っ
。

ま
だ
異
色
の
仏
教
世
界
か
ら
出
た
禅
宗
は
イ
ン
ド
人
教
師
ボ

1
デ
イ
ダ
ル
マ
が
中
国
に
伝
え
た
旗
想

(ιS営
問
)
の
宗
教
で
あ
る
が
、
我
々
に

は
理
解
し
難
い
こ
の
禅
を
、
日
本
の
禅
の
伝
統
に
生
き
て
且
つ
西
洋
の
学
聞
を
十
分
に
身
に
つ
け
た
大
峡
秀
栄
が
禅
テ
キ
ス
ト
を
解
説
し
た
の
で

あ
る
。
私
は
『
ヌ
ミ
ノ

1
ゼ
に
関
す
る
論
文
集
』
で
、
既
に
禅
の
精
神
的
方
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
全
く
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
純
粋
経
験
主

義
、
反
対
の
神
秘
的
同
一
視
、
即
ち
輪
廻

(
E国
民
日
)
と
湿
梁

(
E
2官
凶
)
の
同
一
視
、
概
念
の
超
越
の
傾
向
な
ど
で
、
そ
れ
ら
が
こ
こ
に
興
味

深
く
現
れ
て
自
己
証
言
し
て
い
る
、
」
と
述
べ
て
い
る
。
オ
ァ
ト

1
は
ヌ
ミ
ノ

1
ゼ
的
宗
教
諭
ゆ
え
に
禅
の
素
描
が
で
き
、
京
都
で
の
現
象
学
的

-11-

出
会
い
に
よ
っ
て
初
め
て
禅
に
肉
薄
で
き
た
の
で
あ
る
。

京
都
と
か
建
仁
寺
と
か
竹
閏
黙
雷
と
か
の
固
有
名
詞
は
出
て
こ
な
い
が
、
元
来
、
ド
イ
ツ
人
同
様
こ
の
都
市
や
文
化
に
疎
か
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
仕
方
が
な
い
。
ク
ラ
l
ツ
館
長
の
よ
う
に
「
来
訪
者
名
簿
」
を
要
求
す
る
の
は
ド
イ
ツ
人
ら
し
く
理
屈
っ
ぽ
い
が
、
黙
雷
自
身
は
外
国
の
学

者
が
相
見
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
困
覚
寺
の
参
禅
名
簿
は
元
良
勇
次
郎
に
並
ぶ
夏
目
金
之
助
が
有
名
で
、
何
度
も
写
真
掲
載
さ
れ

て
幸
福
な
こ
と
で
あ
る
。
「
東
の
宗
演
、
西
の
黙
雷
」
と
言
わ
れ
た
両
老
師
の
個
性
の
速
い
で
あ
る
。

オ
ッ
ト
1
の
.
C
V
O『

N
m
N
自
己
防
聞
耳
目
自
色

B
E
E
S
B
2
H司
皇
自
己

g-(「
禅
に
お
け
る
ヌ
ミ
ノ

l
ゼ
的
に
非
合
理
な
も
の
の
極
致
」
は
、
幻

論
文
を
収
め
た
メ
d
p
m冒
ω
色
m
m
Zロヨ
Eo自
F
0
5
5
E
J臼
E
ロ
開
宣
¥
。

2
E
L由
民
の
、
ョ
ロ
富
田
包
括

oJ
冨
E
O
F
g
g
H叶
の
補
遺
と
し
て
出
版

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
出
立
の
頃



木
村

俊
彦

さ
れ
た
。
後
者
の
副
題
が
既
に

A
}冨σ
0
R吋【

ι骨】古釦E切乙同司旦皇戸
E。自ロ包
0江叫宮ロ且骨0耳円己同毘且
g
ι
E
。。宮丹ロ邑門z巴戸=叫。§廿宮0自ロ巴
EロEι
器目宮ロ〈
0
円号E
包筈丹

麿
訳
『
聖
な
る
も
の
』
の
付
録
に
、
「
仏
教
に
お
け
る
ヌ
ミ
ノ

l
ゼ
な
も
の
」
と
改
題
し
て
全
訳
さ
れ
て
い
る
。
但
L
N日
E.を
「
坐
禅
」
と
解

釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
回
毅
氏
と
同
じ
い
。
こ
れ
は
竹
田
黙
雷
の
癖
を
つ
か
ま
な
い
と
理
解
で
き
な
い
「
禅
」
の
語
義
で
あ
り
、
オ
ッ
ト
l
に

坐
禅
ま
で
期
待
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

オ
ッ
ト
l
は
禅
と
の
現
象
学
的
出
会
い
の
記
述
の
後
に
、
五
段
に
わ
け
で
鈴
木
大
拙
の
英
文
禅
論
つ
目
。
開
凶
器
自
国

E
E
a，
所
撃
を
取
り
入

れ
た
禅
論
を
述
べ
て
い
る
。
ゆ
え
に
五
段
は
我
々
に
は
意
味
が
な
い
が
、
華
園
訳
『
聖
な
る
も
の
』
の
付
録
に
全
文
を
和
訳
し
て
収
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
る
に
本
稿
は
こ
の
主
文
、
特
に
先
の
引
用
部
分
を
核
心
の
資
料
と
し
て
い
る
。
後
に
出
る
西
田
幾
多
郎
の
禅
論
は
、
よ
り
思
想
的
に
無

を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
現
象
学
的
に
も
禅
と
出
会
っ
て
い
る
。
道
津
雪
門
へ
の
参
禅
か
ら
始
ま
っ
て
、
妙
心
寺
天
授
僧
堂
で
短
期

間
、
居
士
禅
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
哲
学
者
と
し
て
絶
対
無
即
場
所
と
い
う
シ
ェ
マ
に
固
執
し
た
。
矢
島
洋
士
口
先
生
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
絶
対
無

を
言
い
乍
ら
絶
対
有
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
先
生
の
小
生
へ
の
書
翰
は
『
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
!
と
禅
』
の
お
頁
に
載
せ
た
か
ら
、

そ
の
資
料
は
そ
ち
ら
に
譲
る
。
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東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
出
立
の
頃
の
プ
ロ
ッ
ト
の
略
年
譜

明
治
お
年

(
H
g
N
)

固
覚
寺
の
今
北
洪
川
死
し
、
釈
宗
演
が
後
継
者
と
な
る
。

明
治
的
出
年
(
同
∞
忠
)
夏
目
金
之
助
、
夏
に
松
島
に
来
遊
瑞
巌
寺
の
中
原
郡
宗
に
参
禅
せ
ん
と
し
て
断
念
、
暮
に
困
覚
寺
の
釈
宗
演
に
参
禅
、
『
門
」

に
体
験
記
が
あ
る
。
そ
の
書
翰
は
文
庫
本
全
集
の
み
に
明
治
幻
年
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

明
治
犯
年
(
足
。
凸
)
釈
宗
活
、
釈
宗
演
の
法
嗣
に
な
り
、
両
忘
禅
協
会
師
家
に
な
る

明
治
犯
年

(
H
U
O
印
)
松
原
盤
龍
、
瑞
巌
寺
に
赴
任

明
治
必
年

(
H
8
3
大
峡
宗
築
、
宗
活
下
で
東
大
哲
学
科
を
卒
業

大
正
元
年

(
S
H
N
)

ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
l
が
建
仁
寺
で
竹
田
黙
雷
に
相
見



大
正
2
年

(
5
5
)
北
保
時
敬
、
東
北
帝
大
二
代
目
総
長
と
し
て
赴
任

大
正

m
u年
(
H
S
H
S
M臼
)
大
峡
宗
築
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
留
学

大
正
ロ
年

(HSU)
東
北
帝
大
法
文
学
部
出
立

5
N
U
間
口
乱
。
-
向
。
ロ
。
¥
k
r
z
p釦円
NOR凶器
Z
d呂
田
S
o
t
o同
自
民
百
円
・
。
。
昏
mw

出
版

大
正
日
年

(
H
S
S
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
私
講
師
回
』

mg図
。
司
布
。
-
法
文
学
部
に
赴
任

大
正

M
年

(HS印
)
徳
永
茅
生
、
法
文
学
部
に
入
学

こ
の
年
大
峡

s
N同
Z
・
u
q
-
o
F
g
a問
。
回
邑
舎
呂
田
5
5
2
Eロ
J
G
E
E
出
版

大
正
日
年

(
H
S日
)
金
倉
岡
照
帰
任
女
史
が
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
パ

l
リ
語
を
受
講

昭
和
3
年

(HS∞
)
徳
永
茅
生
は
卒
業
し
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
留
学

昭
和
4
年
(
出
N
S

ヘ
リ
ゲ
ル
は
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
に
赴
任

13 

〈
主
要
資
料
〉
(
年
号
は
出
版
物
に
従
う
)

臼。岳宮
D官。』』
O

木
村
俊
彦
「
大
峡
秀
築
独
語
訳
『
罰N
伺
巳
『
ム
丘
」
と
洞
上
五
位
偏
正
口
訣
」
片
、
『
稗
附
拳
苧
研
究
』
第
m引
出
号
、
平
成
お
年
。

同
『
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
l
と
禅
』
、
大
東
出
版
社
、

NGHH年
。
白
o
E
Z
O見
〈
。
ロ
同
邑
。
『
O
叶『
O
N
g
E
E
N巳
弓
は
本
書
の
付
録
に
複
刻
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

重
要
な
資
料
で
あ
る
。

『
東
北
大
学
百
年
史
」
四
、
部
局
史
て
東
北
大
学
出
版
会
、
平
成
時
年
、
第
一
章
「
法
文
学
部
の
創
設
」
。

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
『
弓
と
禅
」
、
稲
官
・
上
回
訳
、
福
村
出
版
、
呂
田
口
年
。

寄
岨
宇
夢
占
』
、
第
必
巻
壁
世
田
号
、
哲
皐
曾
、
昭
和
3
年
o

E
聞
の
回
国
自
国
同
oF
巴
員
。
司
自
色
巴
号
自
由
自
国
自
昨
日
開

N宮司一
E
2
0唱
寄
与
E
回
E
E
E
o
F
F
玄
。
一
買

.
E
E
S明。
P
S
N
P
戸
ロ
-o
百
旦
昌
一
町
三
宮
町
O
M
U
0
5
回図。

〉
E
g胃
E
骨
E
E
N
Z国
間
自
再
開

E
F
J『
5
E抽
o
p
s
s・

期
野
宗
俊
『
現
代
瑞
般
寺
の
一
世
紀
を
回
顧
し
て
』
、
瑞
股
寺
宝
物
館
、
平
成
国
年
。

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
出
立
の
頃



木
村

俊
彦

宗
茅
生
『
袖
ふ
り
あ
う
も
|
ド
イ
ツ
留
学
の
想
い
出
』
、
束
京
、
昭
和
勾
年
。

同
訳
『
五
章
の
物
語
(
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
)
』
、
平
凡
社
、
昭
和
羽
年
。

同
訳
『
カ
l
リ
ダ
l
サ
若
ラ
グ
ヴ
ア
ン
シ
ヤ
』
、
平
凡
社
、
昭
和
田
年
。

徳
永
茅
生
『
吠
陀
文
学
』
、
同
「
印
度
の
説
話
文
学
」
、
例
教
年
鑑
社
、
昭
和
9
年。

な
お
「
東
北
大
学
文
学
部
同
窓
会
々
員
名
簿
』
平
成
剖
年
版
目
ω頁
の
「
チ
フ
」
の
名
は
誤
記
。

田
口
品
。
-
向
。
同
時
。
¥
ロ
σ
q
N
m
N
Oロ
包
ω
開
旦

E
E
a
o
m
ロロ
E
E
o
m
O口
町
E
2
0ロ
色
。
ロ
J
J
E
p
m山
門
目
岳
協

Z
C
E
E
2
0
σ
E自
問
。
ロ
弓
・
「
円
吉
田
〈
R
E
m
-
。
。
吾
P
同由一
M
M
e

禅
」
は
「
禅
」
の
意
味
で
、
オ
ッ
ト
l
が
相
見
し
た
竹
田
黙
雷
の
口
癖
で
あ
る
。
実
際
に
現
象
学
的
者
出
会
い
が
あ
っ
た
証
跡
で
あ
る
。

『
文
化
』
鈴
木
宗
忠
教
授
古
稀
記
念
宗
教
学
特
輯
、
昌
明
由
、
宗
茅
生
「
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
課
後
雑
考
」
。

*マ
1
ル
ブ
ル
グ
大
学
図
書
館
の
0
5
γ
〉
R
E
2
中
の
オ
ッ
ト
1
書
簡
に
つ
い
て
は
、
富
岡
E
E
N
館
長
と
A
Y
娘
司
容
の
お
世
話
で
コ
ピ
ー
を
頂
い
た
。

な
お
「
坐

-14 
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Toshihiko KIMURA 

Foreign Teacher Eugen Herrigel (1894・1955)of τohoku Imperial University stayed in 

Kunst d田 Bogenschiessens"，1948. But he never studied Zen under Zen Abbot. His interst to 

Zen was caused by Schuej凸hasamawho had composed the“ZEN: Der lebendige 

Buddhismus in Japan"， 1925. They discussed on Zen in Heidelberg. In his 'Vorwort' 

Ohasama related that he had discussed 00 Zen to Herrigel， and translated a history of Zen 

Buddhism and problems of Zen in his“ZEN". But Herrigelleamt nothing on Zen in life 
Rudolf Otto wrote a commendation to Ohasama's“ZEN". Otto had been once taught by 

Zen Abbot Mokurai Takeda in Kenninji temple， Kyδto 1912. There he was astonished at the 

parallelism between 、N"estemmysticism and Zen tenets， for instance， contradiction， apposite 
coincidence， pure intuition and so on. In the Re1igionskundliche Sammlung in Marburg there 

is a relic of Mokurai Takeda sent from Ekidj白Takeda，Successor of Mokurai Takeda. This 

fact offers an evidence of Otto's meeting with Abbot Mokurai at Kenninji temple. But 

HerrigeI never Ieamt Zen Buddhism in Sendai， even if Abbot Banryu Matsubara opened a 

Zen training center at Zはiganjitemple 1926 

On the contrary Miss Chifu Tokunaga went to Freiburg under E.Leumann to Ieam Sanskrit 

studies more after Ieaming問1igiousand Sanskrit studies at the beginning literal faculty of 

Tohoku University 1928. She translated由ePancatantra and the Raghuvansha into Japanese 

Iater by her name， SδChihu 
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